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今 後 の 方 向 性 来年度以降も上松町独自で継続して事業実施し、地域愛の醸成と地元回帰の促進を図っていく。
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【実績】
・上松町地域おこし協力隊の協力のもと、２月５日に木製ボールペン作り、箸づくり、箸袋作り体験を実施。（生徒28名をはじめ、計41名が参加。）
・実際の作業の中で、木（ブナ、ケヤキ、ヤマグワ等）についての説明も行ない、木工について興味を持ってもらえるように努めた結果、事後アンケートでは、参
加生徒の満足度が100%を達成した。

【成果】
・アンケートの結果を見ると、生徒からは、「普段触れることの少ない木での作業が楽しかった」、「説明も分かりやすかった」などの声が多く聞かれ、地元への愛
着を深められたと同時に、将来の地元回帰に向けて意義のある事業が実施できたと考える。
・また、町広報誌や新聞社の取材もあり、広く住民に周知できた。
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終了後アンケートの満足度
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（単位：円）

事業を構成する細事業名等 実施内容

木製ボールペンづくり 126,896

試作用ペンパーツ　3,410円×4本＋3,531円×2本＝
20,702円
本番用ペンパーツ・ギフトボックス　3,322円×30人＋
198円×33人＝106,194円　合計　126,896円

箸づくり 14,179

箸袋（5個セット）　1,507円×7個＝10,549円
箸用角材　110円×33人＝3,630円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合計　14,179円

木工制作
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・地域の子どもたちが地域資源（もの、技術）を活用し、地域貢献活動を体験することで、地元への愛着を深め、将来の地域定着・
回帰を促進させ、また子どもたちが地元企業と協力して作業することにより、地域への愛着と地元企業の周知を促し、地域の産業
活性化へと繋いでいくことで、持続可能な地域づくりを推進することを目的とする。

現 状 と
課 題

・木曽地域では、就学・就職を機にふるさとを離れてしまう若者が多い。人口減少が加速している中、少子化対策、移住促進と併
せ、若者の人口流出対策も課題となっている。参加者には作業を通じて思い出に残る体験をしてもらい、関係人口の増加、将来的
な地元回帰に繋げることが必要である。
・毎年度、1町村にスポットをあて、町村固有の特産品等（もの・技術）を活用し、記念品の製作体験などをしている。体験した子供・
保護者に地元で活躍する人材知ってもらう機会とし、将来木曽地域への回帰を促す手助けとなることを期待している。体験作業に
関しては県と町村で協働して実施するが、次年度以降については、町村の単独事業として、今後に繋げていく。
・木曽地域振興局 企画振興課では毎年度、町村からの交流職員が担当する事業として位置づけており、R2は南木曽町、R3は木
祖村、R4は木曽町、R5は王滝村、Ｒ６は大桑村からの交流職員が担当し、このノウハウを持ってそれぞれの町村へ戻り事業を継続
させているところである。今年度は上松町からの交流職員が担当している。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

〈令和７年度：上松町〉
・地元の中学生を対象に、木を使ったボールペン及び箸づくりを体験してもらう計画である。木製ボールペンについては歴代の上松
町地域おこし協力隊木工部の隊員が制作しており、役場窓口でも使用している。来庁者からもこのボールペンは販売していないの
かと問い合わせを受けることもあるほど住民からの関心も高い。
・今年度は上松町で20年に一度の「御神木祭」も開催されており、生徒たちにも木曽・上松は木材の町であるという意識も生まれて
いると思われる。そんな中でより木材を身近に感じてもらうため、一人ひとりが制作し、持ち帰ることができる木製のボールペン・箸
づくりを行う。
・上松町地域おこし協力隊木工部に協力を依頼し、作品制作の講師となっていただく。木材に関わることで、今後の木材産業の人
材育成も図りたい。
・ボールペンづくりのみだと時間に余裕が生まれるため、併せて木材を削って箸づくりも行なう。町広報誌へも周知予定。
・次年度以降も、町において継続してこの事業に取り組んでもらうための足掛かりとする。
・ボールペンは高校生・社会人になっても使うものであるため、大人になっても今回行った制作を思い出すような記憶に残るものとし
たい。
【今後の予定】
・令和８年１月中下旬：中学校と企画の最終確認、町と作業の詳細打ち合わせ
・令和８年２月５日：木製ボールペンおよび箸づくり実施
・令和８年２月下旬：終了後アンケート調査実施

事 業 期 間 令和７年９月　 令和８年３月　

計画（実績）額 備考

作業用消耗品費等 41,371

研磨用スチールウール（100ｇ）　1,650円×２個＝
3,300円
塗装用サンディングシーラー　7,326円×1個＝7,326
円
サンディングシーラー専用シンナー　5,126円×1個＝
5,126円
塗装用ポリッシュ　4,400円×2個＝8,800円
塗装用木固めエース　7,568円×1個＝7,568円
塗装用木固めエース専用シンナー　4,895円×1個＝
4,895円
白ウエス１㎏（塗装ふき取り用）　1,628円×1個＝
1,628円
ニトリル手袋（Ｍ・Ｌ）    1,364円×2個＝2,728円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　41,371円

企画振興課

事 業 名 ふるさとの思い出造成事業
０２６４－２５－２２１２（直通）

kisochi-kikaku@pref.nagano.lg.jp
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横断的な課題 人口減少下における持続可能な地域づくり

地域重点政策 人口減少下における持続可能な地域づくり 木曽地域振興局

Ｃ

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分 整理番号 2 課題区分

達 成

一部達成

未 達成


